
 

 

 

 

 

 

字遊研究➀・読むのが困難な困虫採集（この虫は何という虫？） 

夏が終わり秋のはじめに、庭の虫の声を聴きながら、昔・小学校のころの夏休み

の自由研究の昆虫採集を想い出した。虫という漢字を採集してみた。題して「字遊

研究・困虫採集・混虫採集」。虫を表す漢字は意外と難しい。読めない。書けない。 

象鼻虫 歩行虫 竈馬 轡虫 塵芥虫 

頭部から口先が
長く伸びた形を
している小型の

甲虫 

地上を歩きまわ
る肉食の甲虫。
美しい色のもの

も多い 

翅を持たず非常
に跳躍力のあ
る、便所コオロ
ギとも言われる

昆虫 

キリギリス科の
昆虫。ガチャガ
チャと鳴く 

全身黒色の甲虫
落ち葉やごみ、
石の下などに潜

む 

叩頭虫 似我蜂 埋葬虫 紙魚 田鼈 

小型甲虫。仰向
けにすると、自
ら跳ねて元に戻
る能力を持つ 

幼虫の食糧確保
の為に、狩りを

する蜂 

動物の死体に集
まり、それを餌
とする甲虫 

細長い涙滴型の
原始的な特徴を
持つ昆虫。無翅 

水田などに生息
する、絶滅が心
配される水生昆

虫 

恙虫 斑猫 蜩 壁銭 蚋 

ダニの仲間。孵
化後に一度だけ
哺乳類に寄生す

る。 

金属光沢の緑、
黒紫色に白斑
点、赤模様のカ
ラフルな昆虫。 

朝夕に甲高い声
で鳴くセミ。夏
の夕暮れの効果
音に使用される 

中型の平らなク
モ。腹部にはっ
きりとした黒い
斑紋がある。 

皮膚を咬みきり
吸血する衛生害
虫とされるハエ

の仲間。 

水澄 馬陸 蜻蜓 草鞋虫 紅娘 

水面をすばやく
泳ぐ小型の水生

昆虫 

細く短い多数の
歩脚を持つ節足
動物。毒を持つ
が積極的に咬ま

ない 

トンボ科の昆虫
より長い腹部を
持ち、飛翔速度
の速い昆虫。 

ダンゴムシの様
に複数の体節と
付属肢をもつ節

足動物 

英語で ladybug 
草木の頂上まで
どんどんのぼっ
ていき最後に太
陽に向かって飛
び立っていく虫 

蛩 吉丁虫 天牛 御器噛 蠿 
鳴く虫として知
られ、飼ってそ
の鳴き声を楽し
む文化があり、
江戸時代にはこ
の虫を売る「虫
屋」が存在して

いた。 

宝石のように美
しいことからこ
の名があり、羽
の色が光の当た
り具合によって
青や紫、黄色な
どと変化して見

える。 

体長を超えるこ
ともある、長い
触角がトレード
マーク。あの長
い触角は牛に似
ている気がしま

す。 

蓋付きの椀（御
器）をかじる虫
であることから
由来する。 

虫偏２８画（最
大）の漢字で
す。網を張り、
虫を捕食する。
蠿蟊とも書く。 

こたえは裏面にあります。 
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１面のこたえ 

象
ゾ
鼻
ウ
虫
ムシ

 歩行
オサ

虫
ムシ

 竈
カマド

馬
ウマ

 轡
クツワ

虫
ムシ

 塵芥
ゴミ

虫
ムシ

 

 

口部が伸びた形
がゾウの鼻のよ
うに見えるぞう 

 
手塚治虫も好き

だった 

 

姿や体色、飛び
跳ねるさまが馬

のよう 

 

雄のガシャガシ
ャと鳴く音が馬
の轡の鳴る音に
似ている。 

 

 

叩 頭
コメツキ

虫
ムシ

 似
ジ
我
ガ
蜂
バチ

 埋葬
シデ

虫
ムシ

 紙魚
シミ

 田
タ
鼈
ガメ

 

    
 

恙
ツツガ

虫
ムシ

 斑
ハン

猫
ミョウ

 蜩
ヒグラシ

 壁
ヒラタ

銭
グモ

 蚋
ブヨ

 

     

水 澄
ミズスマシ

 馬
ヤス

陸
デ

 蜻蜓
ヤンマ

 草鞋
ワラジ

虫
ムシ

 紅 娘
テントウムシ

 

     

蛩
コオロギ

 吉丁
タマ

虫
ムシ

 天
カミキリ

牛
ムシ

 御 器 噛
ゴキ（カ）ブリ

 蠿
セツ・セチ

 

    

蠿蟊 
と書いて 
蜘蛛の別称 

  



字遊研究②・虫の字が混ざった混虫採集（虫偏の漢字とことわざ・四字熟語） 

から「虫偏」の漢字５８６文字を採取して、「虫」の漢字に変身させました。

17 匹の「虫」になりました。それを、虫を含む「ことわざ」「四字熟語」とあわせ標本風に並べ

ました。虫の中の虫を無視せず見つけてください。読めますか、どんな虫かわかりますか？ 

 

一寸の虫にも 

五分の魂 

 

夏虫疑
かちゅうぎ

氷
ひょう

 

 

獅子 身中の虫 

 

小の虫を殺して 

大の虫を助ける 

 

蓼食う虫も好き好き 

 

身
しん

中 之
ちゅうの

虫
むし

 

 

虫が付く 

虫酸が走る 

 

泣き虫、毛虫 

挟んで捨てろ 

 

虫が知らせる 

虫が好かない 

 

虫 臂
ちゅうひ

鼠
そ
肝
かん

 

 

虫でも向かってくる

ものである 

 

虫の息 

虫も殺さぬ 

 

飛んで火に入る 

夏の虫 

 

彫
ちょう

虫
ちゅう

篆 刻
てんこく

 

 

虫の居所が悪い 

 

雪の明日は 

裸虫の洗濯 

蠺
かいこ

蠻
えびす

蠶
かいこ

蠼
かく

蠾
ショク

蠽
セツ

蠿
セツ

䘎
ワン

 ２４画以上の虫偏漢字 

 

「虫」という字はもともと中国の漢字で、日本に伝来した時には「昆虫」の
ことではなく、「蛇（へび）」のことを表す漢字だった。ヘビはジメジメした
ところに生息し、雨が降ると現れると考えられていた。だから「虹」も雨が
降った後あらわれるから「虫偏」の文字なのかな？ 
虫偏は、昆虫のほかに、爬虫類、貝類、小動物にも使われている。 


